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国
鉄
新
潟

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
る
と
、
新
潟
地
本
・
新
潟
支
社
を
漢
字
一
文

字
で
表
し
た
ら
『
不
』
を
書
か
ざ
る
を
得
な
い
程
、
色
ん
な
事

が
起
き
た
１
年
で
し
た
。

新
潟
支
社
で
は
、
１
月
の
４
４
４
Ｍ
で
の
お
客
様
対
応
誤
り

か
ら
の
「
冬
期
に
対
す
る
新
潟
支
社
の
弱
点
」
が
露
呈
し
た
。

４
月
中
旬
に
は
新
潟
駅
・
高
架
第
一
期
暫
定
開
業
し
た
が
、

僅
か
１
ヶ
月
半
で
の
高
架
暫
定
開
業
の
検
証
で
、
新
潟
駅
・
出

改
札
要
員
一
部
を
外
注
化
さ
せ
た
。

し
か
し
結
果
は
「
２
＃
ホ
ー
ム
で
の
お
客
様
、
転
落
事
故
」

を
２
件
発
生
さ
せ
、
『
不
』
安
と
要
員
『
不
』
足
が
顕
著
に
表

れ
た
一
年
で
し
た
。

新
潟
地
本
で
は
、
「
ま
さ
か
の
東
労
組
・
崩
壊
」
を
組
織
拡

大
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
各
分
会
・
職
協
へ
の
取
り
組
み
強
化

を
図
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
組
織
拡
大
に
至
ら
な
か
っ
た
。
執

行
委
員
長
の
力
『
不
』
足
と
『
不
』
十
分
な
検
証
で
組
合
員
に

迷
惑
を
掛
け
た
一
年
で
し
た
。

今
こ
そ
新
た
な
仲
間
を
加
え
、
僕
の
言
動
・
行
動
が
組
合
員

を
鼓
舞
す
る
よ
う
な
執
行
委
員
長
を
目
指
し
、
奮
闘
し
て
い
き

ま
す
。

最
後
に
私
事
で
す
が
、
昨
年
12
月
に
長
岡
車
両
セ
ン
タ
ー
に

転
勤
し
ま
し
た
。
（
希
望
配
転
）
組
合
事
務
所
か
ら
少
し
遠
い

距
離
で
す
が
、
闘
志
及
び
執
行
委
員
の
協
力
で
新
潟
地
本
の
諸

課
題
を
解
決
す
る
所
存
で
す
の
で
、
今
後
も
新
潟
地
本
の
旗
に

組
合
員
が
結
集
す
る
事
を
訴
え
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
に
代
え
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
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